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評価目標指数（Ａ＋Ｂ＝８０％以上）　○：８０％以上　▲：８０％未満 Ａ：とてもそう思う　Ｂ：だいたいそう思う　Ｃ：あまり思わない　Ｄ：思わない

A＋Ｂ 評価 A＋Ｂ 評価 A＋Ｂ 評価 A＋Ｂ 評価 A＋Ｂ 評価 A＋Ｂ 評価

保護者回答率 96％　　内訳：１年生（91%・10/11人）　2年生（100％・15/15人）　3年生（100%・10/10人）　4年生（96%・25/26人）　5年生（96%・22/23人）　6年生（96%・16/17人）
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8

○漢字力・計算力テストへの取組の保護者の評価は高かった。基

礎的な学力を定着させるための有効な手段として効果が認められ

ている。（合格点取得者：漢字90.3％算86.8％　1月末現在)

○「主体的な学びを引き出す授業づくり」について，教職員の自己

評価のＡ＋Ｂの割合が大きく向上した。授業公開を通して，よりよい

授業づくりを追究した成果が表れてきていると考えられる。

○児童の学習姿勢に対する保護者の評価Ａ＋Ｂが前期を大きく上

回った。落ち着いた学習態度で課題に真剣に取り組んでいる様子

が理解されている。

▲漢字力・計算力テストの教職員の自己評価が低いのは，合格に

届かない児童への指導に課題意識をもっているためである。家庭と

の連携が必要である。

▲児童の家庭学習に対する評価が保護者・教職員ともに目標に届

かなった。時間・内容等で，さらに工夫を行っていくことが必要と考

えられる。

☆漢字力・計算力テストは合格率が増加しているので，今後もさら

に個別の支援を続け，目標を達成できるようにしていく。

☆家庭学習については，学習時間の確保とともに，「家庭学習の手

引き」「家庭学習１２３」をもとにして保護者と共通理解を図って取組

を強化していく。また，家庭での 「ｅライブラリ」の活用も呼びかけて

いく。

○「あいさつ・返事」については，保護者・児童・教職員ともに評価

が高い。あいさつ運動や教師自らの率先垂範，地域の方々へ進ん

であいさつをするよう指導していることが効果を高めている。

○「良好な人間関係づくり」については，保護者・児童・教師ともに

90％を超えた。少人数の強みを生かした一人一人に寄り添った学

級経営の実践が成果として表れている。また，いじめゼロへの取組

や教育相談体制の充実など，児童が安心して生活できる環境づくり

も評価されていると考えられる。

○体験活動や学校行事に対する評価についても保護者・児童・教

師全てで90％を超え，前期評価よりも向上した。児童が主体となっ

て取り組み，内容を充実させた活動が行われていること，学校行事

を保護者が参観可能としていることが評価されていると考えられ

る。

☆「良好な人間関係」について一部の児童がＣまたはＤと回答して

おり，個別の支援が不可欠である。全教職員によるスクリーニング

会議の定期的な実施とともに，子どもと親の相談員，スクールカウ

ンセラーと連携し，児童一人一人 の悩みに対応できる教育相談を

実践し，積極的な生徒指導ができるよう取り組んでいく。

・教師が授業を工夫し，子どもが集中して落ち着

いて取り組んでいる。教師の話をよく聞いている

子どもが多い。教師の授業力はこれからも伸び

ていくと思う。

・学習においては，字を書くときの姿勢に気を付

けさせていきたい。鉛筆の持ち方等の基本も同

様である。

・漢字力・計算力テストの合格率が前期よりも向

上した。保護者に伝え，さらに協力してもらうとよ

い。

・保護者は家庭学習の内容の充実を期待してい

る。家庭での励ましや保護者の協力も必要だ。

・「ｅライブラリ」を使っての家庭学習を進めていく

場合，家庭でインターネットが使える環境がある

かなどを確認する必要がある。

・「だいすきわがまち自慢作文コンクール」に全校

児童で参加し，学校賞を授与されたとのこと。自

分の考えをまとめて書く力は今後ますます重要

だ。

・小学生は地域の人々に元気よくあいさつをして

いて，気持ちがよい。

・生徒指導に関する週１回のスクリーニング会議

での共有・専門スタッフ（相談員・ＳＣ）との連携

が効果的であると感じる。子どもたちが安心して

学校生活を送ることができるように今後も継続し

てほしい。

・小規模校の強みを生かした縦割り班活動は必

須だ。特に清掃活動１～６年生が同じ場所で働く

ことは，よい伝統を引き継ぐことになり，価値ある

取組だ。

・学校行事では，子どものよさややる気を引き出

す工夫が随所に見られた。

・六郷小の子どもたちは，読み聞かせなどの外

部講師として話をするときに，すぐに集中して積

極的に参加してくれる。これからもよい伝統とし

て引き継いでほしい。

・地域や家庭の雰囲気がよく，子どもたちの落ち

着きある態度に反映されている。

○ 99.0% ○

○

100% ○

○

91.0%

91.0%

3

家庭学習（宿題含む）を「学年×

10分＋10分以上80％」となるよう

に，指導したり励ましたりしてい

る。

75.0% ▲

77.0% ▲

91.0% ○

100.0%

2　【徳】豊
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4

気持ちのよい元気なあいさつ・大

きな返事の指導と共に率先垂範

している。

82.0% ○ 95.0% ○

〇基本的な生活習慣の徹底

〇｢考え，議論する道徳」の

実施

【数値目標】

(1) 学校がすきな児童

                     ９０％

(2) 体験活動･交流活動の満

足度　９０％

(3) ｢みんなにすすめたい一

冊の本｣県教育長賞受賞者

９０％

学校・学年･保健だより等を発行

（毎月１回）したり，学校ホーム

ページを掲載（授業日の更新率

90％）したりして，教育活動の情

報を提供している。

96.0% ○

運動の楽しさや喜びを味わわせ，

運動量を確保した体育学習を工

夫し，体力の向上に努めている。

94.0%

5

安心して楽しく，良好な人間関係

で学校生活を送ることができるよ

うに生徒指導の充実に努めてい

る。

94.0%

成果（○）と課題（▲）・改善方法（☆）

学校関係者評価委員から

（課題事項について）

○

○

12

本校いじめ防止基本方針を理解

し，いじめの未然防止・早期対応

に組織として取り組んでいる。

90.0% ○ 100.0%

11

保護者や地域住民と連携・協働し

て各種行事・登下校の見守り・安

全パトロール等に取り組んでい

る。

97.0% ○ 100.0%

○ 92.0% ○

7

歯磨きタイム等の健康な生活習

慣・病気の予防等の健康教育の

指導をしている。

83.0%

○

10

6

各種体験活動・交流活動・学校行

事の活動では，一人一人がよさを

発揮し成功体験や満足度を充実

させ，次の活動に生かすための

指導に努めている。

100.0% ○

62.0%

項目 主な具体策 評価の観点

86.0%

〇基礎基本の確実な定着

〇自ら学び自ら考える力の

育成

【数値目標】

(1) 学年×10分＋10分の家

庭学習に取り組む児童の割

合　８０％

(2) 漢字力･計算力テスト合

　　格点(80点)取得者 80％

　

 

(3) 県学力診断のためのテス

トで前年比の合計　＋５点

１　【知】

確かな学

力の育

成ー主体
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的に学習

し深く学

ぶ子の育

成に努め

ますー

2

児童の主体的な学びを引き出す

授業づくりを心がけている。

71.0% ▲ 88.0%

保護者 児童

○

77.0% ▲ ○90.0% ○

1

漢字力・計算力テスト合格点（80

点）取得者は80％以上となるよう

に指導している。

教職員

前期 後期 前期 後期 前期 後期

97.0% ○ ▲90.0% ○ 75.0% ▲○ 71.0%99.0% ○

85.0% ○

89.0% 78.0% ▲

80.0%

93.0% ○

○ 75.0% ▲

100.0% ○

100.0% ○○82.0% 100.0%

○

96.0% ○

○

90.0%

○ 98.0% ○

88.0% ○

100.0% ○98.0% ○

▲

86.0% ○

4　信頼と

協働で結

ばれた地

域とともに

ある学校

づくり

〇各種たより･学校ＨＰによる

学校情報の積極的発信

〇授業参観の地域への公

開・公民館との合同運動会

の実施

〇保護者･地域との連携によ

る登下校の見守り・安全パト

ロール

【数値目標】　学校ＨＰの授業

日の更新率　９０％

○「健康教育」については，保護者・児童・教師ともに評価が高かっ

た。歯みがきタイムや病気の予防に対する指導が各学級で徹底さ

れていることが評価につながっていると考えられる。

○「安全教育」に対する評価は保護者・児童・教師ともに90％を超

えた。特に，児童の評価が100％に達したことは，確実に成果が上

がっていると捉えることができる。また，日々の集団下校の際の安

全指導や様々な場面を想定しての避難訓練等の実施が有効で

あったと考えられる。

○「運動の楽しさや喜びを味わわせる体育学習」については，教職

員の自己評価が大きく向上した。授業改善への取組や児童が体育

的行事に前向きに取り組めるよう支援するなどした成果が表れてい

る。(体力テストA＋B 69％:前年比10.1ポイント向上)

▲児童の体力向上に対する保護者の評価は前期よりも向上してい

るが，80％には届いていない。児童や教職員の評価との差が大き

いので， 児童の頑張りを伝えていく必要がある。

☆学校ホームページや各種たよりを通して，児童の体育学習や体

力向上への取組を積極的に発信していく。

○各種たより，学校ホームページについて，保護者の評価が100％

となった。ホームページについては，日々の内容の更新，各種たよ

りについては，内容の充実への努力が認められている。また，ホー

ムページを更新する際に教職員が互いに声をかけ合い，更新回数

の学級差を改善した結果が表われている。

(アクセス数 4月平均約4,000　11月 8,000超  1月10,000超)

○「登下校の見守り・パトロール」についての評価は，保護者・教職

員ともに評価が高かった。保護者・教職員，六郷小学校パトロール

協力隊が連携し，情報を交換しながら日々児童の安全を確保 しよ

うとしている取組の成果が認められているといえる。

○「いじめの未然防止・早期発見」については，保護者の評価が向

上した。いじめゼロ集会（２回）の実施，いじめ防止標語の募集によ

るいじめを許さない学校の雰囲気づくり，教育相談体制の充実によ

るいじめ問題への早期対応が効果的であると認識されている。

☆学校ホームページは，今後も積極的に更新し，内容の充実に努

めていく。また，各種たよりは内容を精選し，学校だよりと学年だよ

りを一本化し必要な情報を伝えつつ，業務改善も図っていく。

9

安全（生活・交通・災害）について

計画的・継続的に指導し，危機回

避の行動がとれる児童の育成に

努めている。

▲

100.0% ○

100.0% ○

〇健康で安全な生活習慣の

徹底

〇体力の向上と健康教育の

推進

【数値目標】

(1) 危機回避の行動がとれる

児童　９０％

(2) 体力テスト総合評価Ａ＋

Ｂの割合　６0％

95.0% ○

97.0% ○

88.0% ○

○

○

97.0% ○

95.0% ○

・子どもの健康な生活習慣づくりは大切だ。

・高学年では睡眠時間が減り，生活が乱れること

があるようだ。

・放課後や土日に近所で外遊びをする子どもた

ちの姿を見ることが少ない。正月などに凧揚げを

する姿を見かけないのは残念だ。

・家庭でも親子でスポーツを楽しみ，我が子の運

動や外遊びの姿を把握することも必要だと感じ

る。

・地域のパトロール当番や保護者の登校時信号

前交通指導表が計画されていて，取り組みやす

い。

・避難訓練で身を守る方法について，今後も継

続してほしい。様々な避難の方法を知っている

のと知らないのでは，対応行動に大きく差が出る

ことだろう。

・学校の教育活動を積極的に発信するのはよい

ことだ。学校だよりやホームページでの情報発信

は今後も続けてほしい。

・民生委員や青少年相談員が学校と協力してパ

トロールを行っている。小学生がいない地区でも

見回りを続けている。今後も学校と協力して子ど

もたちの安全を守っていきたい。

・公民館との合同運動会は大変よい雰囲気で，

毎年楽しく参加している。

・地域との交流ができている。今後も学校と地域

を結び付けていってほしい。

・不登校児童がいないのは，家庭や地域，学校

の連携がよくできているおかげだと感じる。

・いじめを許さない雰囲気づくりが大切。小さない

じめも見逃さないようにしていきたい。

100.0% ○

73.0%

87.0%

▲

○ 90.0% ○

80.0%

89.0% ○

100.0%

▲

91.0%

71.0%


